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蜂にとって花粉は蜂児の発育に不可欠のものであり、流蜜期に必要な働き蜂
の増加に直接関与しています。また、働き蜂の栄養源にもなっています。
しかし、花のない時や寒さや風雨で採りに出られない時、ハウス内などでは
満足な花粉を得る事ができず、働き蜂や幼虫の栄養が不足します。

このような時には花粉を給与する必要がありますが、天然由来の花粉には病
気媒介の恐れもあります。そのような時、栄養価が高く貯蔵のきく病気媒介の
危険性のない花粉代用飼料「 ビーハッチャービーハッチャー 」の出番です。
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１．みつばちの健康、嗜好性を考えています
蜂児の育成および働き蜂の栄養代謝を考えて、蛋白質・脂質・ビタミン・ミネラル等を豊富に

配合しており、みつばちの健康に貢献します。また、嗜好性を考えたペースト状飼料です。

２．建勢に貢献します
ビーハッチャーは花粉不足を補うことで蜂児の栄養を補い、栄養面で育成に寄与します。
これにより、建勢に対して時間的、量的に貢献します。

３．ハチミツの消費がセーブされます
働き蜂がビーハッチャーを食べる分、ハチミツの消費が軽減されます。
また、働き蜂も栄養を取れるので、活動が盛んになります。

４．ポリネーション活動が盛んになり、蜂群の傷みを軽減します
ハウスの中は花粉やハチミツが不足する場合がありますが、ビーハッチャーは
働き蜂を栄養面で助け、蜂群が傷むのを軽減します。

５．ロイヤルゼリーの収量に貢献します
ロイヤルゼリーは、若い働き蜂が分泌する物質で、蛋白質や脂質を多く含みます。
ビーハッチャーは働き蜂を栄養面で助けることで、ロイヤルゼリーの分泌を助けます。

６．花粉と比較して病気罹患のリスクが少なく、安心です
花粉は栄養面で優れている一方で、病原菌が付着しているリスクも抱えています。
ビーハッチャーは花粉を一切使用しておらず、衛生上も充分な配慮がなされています。

７．カートリッジタイプで給餌が簡単です
巣枠の上に置くだけで良いので給餌が簡単です。また、透明容器を用いており、
摂取状況が一目で観察できます。

＜仕様＞＜仕様＞
１．原材料
砂糖、果糖ぶどう糖液糖、ビール酵母、ソルビトール、濃縮ホエータンパク、植物性油脂、
果実抽出物、クロレラ抽出物、食塩、アミノ酸類、ビタミン類、ミネラル類
２．包装

250gトレー入、40トレーダンボール箱入り

＜使い方＞＜使い方＞
１．一群に一週間当り1トレー（250g）を目安に与え、無くなったら次を与えます。
２．給与量および期間は、群の状態、周囲環境などにより適宜調整して下さい。
３．給与は巣枠の上に飼料面を下にトレーを伏せるように置きます。
置く位置は中央（蜂球のある場合は真上）が適当です。

＜注意＞＜注意＞
常温で保存できますが、直射日光を避けてください。
外装を開封した後は、乾燥させないよう、ビニール袋等に入れ冷暗所に保存してください。

※製品のご注文は（社）日本養蜂はちみつ協会（03-3297-5645）まで
※お問合せは日本配合飼料（株）中央研究所（0299-92-9947）まで


